
旬をおいしく！
農菜レシピ なすの揚げ出し

＊材料＊（２人分）

①なすは天地を切り、縞目に皮をむいて横半分
　に切る。火の通りをよくするため、菜ばしで
　切り口に数カ所穴を開ける。

②えびは背わたと殻をのぞき、水気をふき取る。
　ししとうは竹串で穴を開けておく。
　ししとうは竹串に刺したまま揚げると取り出
　しも楽チンです☆

③なべにＡを入れて沸かす。

④揚げ油を180度に熱し、なすを揚げる。
　（菜ばしでつまむとへこむくらいが目安）
　えびとししとうも素揚げする。

⑤器に盛り付け、大根おろし、かつおぶしをの
　せて③の汁をはる。

＊作り方＊

なす…２本
えび…２尾
ししとう…２本
　　出汁…150cc
　　みりん…大さじ１
　　しょうゆ…大さじ１
大根おろし…少々
かつおぶし…少々

向山美和子の料理教室
向山美和子先生

子どももお年寄りも男性も、
みんなが集える教室

冷やしてもおいしい！

A
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韮
崎
市
穂
坂
町
で
ブ
ド
ウ
１
３
０
ａ
、

水
稲
40
ａ
を
栽
培
し
て
い
る
相
山
泰
さ

ん
。
ブ
ド
ウ
は
「
ピ
オ
ー
ネ
」
を
は
じ

め
、
約
10
品
種
を
栽
培
し
て
い
ま
す
。

降
雨
の
少
な
い
地
域
な
の
で
、
潅
水
に

は
気
を
使
う
そ
う
で
す
。

　
相
山
家
で
は
、
近
所
に
住
む
４
人
の

お
孫
さ
ん
た
ち
も
よ
く
集
ま
っ
て
、
に

ぎ
や
か
に
食
卓
を
囲
み
ま
す
。
「
孫
た

ち
が
ブ
ド
ウ
を
食
べ
て
く
れ
る
と
う
れ

し
い
」
と
い
う
泰
さ
ん
。
み
ん
な
ブ
ド

ウ
が
大
好
き
で
す
。

　
さ
く
ら
ち
ゃ
ん
は
ピ
ア
ノ
、
バ
レ
エ
、

ダ
ン
ス
、
歌
と
た
く
さ
ん
の
習
い
事
に

励
ん
で
い
ま
す
。
京
斗
く
ん
は
ニ
ン
テ

ン
ド
ー
ス
イ
ッ
チ
に
夢
中
で
「
ス
プ
ラ
ト
ゥ
ー
ン
」
の
腕
前
は
相
当
だ
と
か
。

杏
ち
ゃ
ん
は
ア
イ
ス
が
大
好
き
。
い
ろ
は
ち
ゃ
ん
は
キ
ュ
ア
ミ
ル
キ
ー
の
大

フ
ァ
ン
で
す
。

相
山

　泰
さ
ん
（
69
）

　
　長
子
さ
ん
（
65
）

　
　
　京
斗
く
ん
（
７
）

　杏
ち
ゃ
ん
（
４
）

清
水

　さ
く
ら
ち
ゃ
ん
（
９
）

　
　
　い
ろ
は
ち
ゃ
ん
（
３
）

た
い
ら

あ
い
や
ま

な
が
こ

し
み
ず

け
い
と

あ
ん

山梨県農業共済組合

冬号

　
今
年
は
春
先
の
低
温
、
５
月
・
６
月
の
降
ひ
ょ
う
な
ど
、
す
で
に
多

く
の
被
害
申
告
が
出
て
い
ま
す
。
今
後
の
栽
培
管
理
に
も
気
を
使
う
と

こ
ろ
で
す
ね
。
13
ペ
ー
ジ
の
農
業
技
術
情
報
で
は
果
樹
の
「
潅
水
」
に

つ
い
て
詳
し
く
解
説
し
て
い
ま
す
の
で
、
参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。
今

年
の
収
穫
ま
で
順
調
に
経
過
し
ま
す
よ
う
に
！

〈
予
告
〉
広
報
紙
「
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
」
２
０
１
９
秋
号

　
　
　  （
令
和
元
年
10
月
発
行
予
定
）

編
集
後
記 ア

ル
バ
ム

か
ん

か
ん
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平
成
31
（
２
０
１
９
）
年
度
通
常
総
代
会

執
行
体
制
強
化
で
事
業
進
展
へ

　
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
山
梨
は
、
５
月
23
日
に
ベ

ル
ク
ラ
シ
ッ
ク
甲
府
で
通
常
総
代
会
を
開

催
し
ま
し
た
。
総
代
１
４
６
人
中
１
４
５

人
（
本
人
出
席
70
人
、
書
面
議
決
75
人
）

が
出
席
し
、
事
業
計
画
や
新
役
員
な
ど
、

13
議
案
が
審
議
・
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

通常総代会通常総代会

表彰を受ける西高橋出荷組合の萩原聡組合長

　
農
業
共
済
事
業
の
発
展
と
組
合
運
営
に
ご
尽
力
い
た
だ

い
た
２
団
体
お
よ
び
34
名
の
方
々
の
表
彰
を
行
い
ま
し
た
。

受
賞
さ
れ
た
皆
さ
ま
に
は
心
か
ら
感
謝
し
、
お
祝
い
申
し

上
げ
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

事
業
推
進
功
績
者
表
彰

平
成
30
年
度
、
農
業
共
済
事
業

を
大
き
く
伸
長
さ
せ
る
な
ど
、

事
業
推
進
に
著
し
く
貢
献
し
た

団
体

　
西
高
橋
出
荷
組
合

　
　
　
　
　
　
（
中
央
支
所
）

　
岡
部
地
区
共
済
部
長
協
議
会

（
中
央
支
所
）

退
任
共
済
部
長
等
表
彰

在
職
９
年
以
上
で
退
任
し
た
共

済
部
長
・
総
代
・
損
害
評
価
会

委
員
・
損
害
評
価
員
等

中
央
支
所

　
笠
井
　
勝

　
斉
藤
　
建
次
（
故
）

　
里
吉
　
五
郎

　
津
島
　
武
敏

　
古
屋
　
進

　
矢
崎
　
悦
男

　
保
坂
　
幸
延

　
石
原
　
真
政

　
内
藤
　
共
勝

　
末
木
　
虎
雄

　
千
野
　
政
男

南
ア
ル
プ
ス
支
所

　
今
村
　
昭
吉
（
故
）

　
岸
本
　
篤
（
故
）

　
名
執
　
益
夫
（
故
）

　
小
林
　
光
義

　
深
沢
　
民
三

　
千
野
　
茂

北
部
支
所

　
山
寺
　
衣
子

富
士
支
所

　
渡
邊
　
孝
治

　
希
代
　
幸
男

　
佐
藤
　
定
三
（
故
）

　
杉
本
　
忠
重
（
故
）

　
佐
藤
　
幸
二

　
杉
本
　
伸

　
大
志
田
　
英
一

　
白
鳥
　
光
義

　
柁
原
　
正
夫
（
故
）

　
佐
藤
　
裕
計

　
戸
田
　
実
好

　
小
俣
　
英
雄

　
網
野
　
君
子

退
職
職
員
表
彰

組
合
に
10
年
以
上
勤
務
し

退
職
し
た
職
員

　
望
月
　
博
司

　
八
重
森
　
秀
明

永
年
勤
続
職
員
表
彰

組
合
に
25
年
以
上
勤
務
し

勤
務
成
績
優
秀
な
職
員

　
石
坂
　
慎

制
度
普
及
と
事
業
推
進
に
尽
力

―

平
成
30
年
度
農
業
共
済
功
績
者
表
彰―

第１号議案
平成30年度事業報告書、財産目録、貸借対照表、損益計算書及
び剰余金処分案並びに不足金処理案の承認について
【平成30年度事業報告：４ページに関連記事】

第２号議案
2019年度事業予定計画の設定並びに業務収支予算の承認について
【2019年度事業計画：５ページに関連記事】

第３号議案
2019年度事務費賦課金の賦課額及び賦課方法の承認について
　（事務費賦課金の予定総額：２億3,342万円）

第４号議案
役員、損害評価会委員、支所運営委員、共済部長、損害評価員報
酬及び顧問料の承認について
　（役員1,484万７千円以内、損害評価会委員45万円以内、支所運営委員　　
210万円以内、共済部長3,120万円以内、損害評価員299万円以内、顧問料32万
４千円以内）

第５号議案
特別積立金取崩し並びに農作物共済収支の推計等の承認について
　損害防止事業の経費として農作物共済勘定から１千万円、畑作物共済勘定
から10万円の範囲内で特別積立金の取崩しが承認されました。

第６号議案
果樹、畑作物並びに園芸施設共済の無事戻金の承認について
　平成28年度から30年度の３カ年を対象に、果樹共済で2,405戸13,185,411円、
畑作物共済で14戸111,315円、園芸施設共済で616戸7,344,813円を支払うことが
承認されました。

第７号議案
役員選任の承認について　【新役員：６ページに関連記事】

第８号議案
家畜診療所運営委員及び損害評価会委員の承認について
　家畜診療所運営委員５人、損害評価会委員79人（本所委員41人、支所委員38
人）の選任が承認されました。

第９号議案
借入金最高限度額及び借入条件等の承認について
　借入最高限度額を２億円とし、独立行政法人農林漁業信用基金及び組合の預
け入れ先金融機関を借入先とすることについて承認されました。

第10号議案
余裕金の運用先金融機関の承認について
　県内ＪＡ、山梨信連、山梨中央銀行などの26金融機関等を余裕金の運用先と
することについて承認されました。

第11号議案
事業規程の一部変更の承認について
　園芸施設共済で、９月から実施予定だった「古く補償を必要としない施設は
加入しないことができる」規定を、前倒しして６月から実施することが承認さ
れました。

第12号議案
建物総合共済の連合会等保有責任部分の一部を全国連合会の再保
険（保険）に付すこと及びこれに伴う基本契約書変更の承認につ
いて
　大地震時の共済金の確実な支払いと、安定的な事業運営のため、ＮＯＳＡＩ
全国連に再保険（保険）することが承認されました。

第13号議案
組合実施体制の改善計画の承認について
　役員体制、加入推進体制、法令遵守体制、業務の合理化・効率化対策の改善
計画が承認されました。

提出・承認された議案

監査講評を行う
花形満寛代表監事（当時）

来賓の山梨県農政部
坂内啓二部長

議長に選出された忍野村の
大森一行総代

　
佐
藤
鎮
平
組
合
長
（
当
時
）
は
、
あ
い

さ
つ
の
中
で
「
収
入
保
険
は
、
地
域
別
説

明
会
の
開
催
や
、
農
家
訪
問
を
地
道
に
繰

り
返
し
行
う
こ
と
で
、
制
度
は
か
な
り
周

知
で
き
た
と
考
え
て
い
る
が
、
加
入
者
数

は
思
う
よ
う
に
伸
び
な
か
っ
た
。
本
年
度

は
挽
回
す
る
よ
う
万
全
を
期
す
こ
と
が
肝

要
。
新
し
い
法
律
と
制
度
の
下
で
、
事
業

を
適
切
に
推
進
す
る
た
め
に
、
組
合
組
織

の
執
行
体
制
を
不
断
に
強
化
し
て
い
く
こ

と
も
欠
か
せ
な
い
と
考
え
る
」
と
述
べ
る

と
と
も
に
、
任
期
満
了
に
よ
る
退
任
に
あ

た
り
、
こ
れ
ま
で
の
支
援
に
つ
い
て
感
謝

の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。
（
新
役
員
に
つ

い
て
は
６
ペ
ー
ジ
で
ご
紹
介
し
て
い
ま
す
） あいさつをする佐藤組合長（当時）
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平
成
30
年
度
事
業
報
告

収
入
保
険
２
５
５
戸
加
入
 
果
樹
共
済
か
ら
の
移
行
も台

風
で
ハ
ウ
ス
や

建
物
被
害
相
次
ぐ

園
芸
施
設
共
済

　
制
度
開
始
初
年
度
と
な
っ
た
収
入
保
険

は
、
様
子
見
の
農
家
が
多
く
、
目
標
２
千

戸
に
対
し
２
５
５
戸
の
加
入
に
と
ど
ま
り

ま
し
た
。

　
農
業
共
済
の
主
要
事
業
で
あ
る
果
樹
共

済
で
は
、
特
定
危
険
方
式
の
廃
止
や
共
済

掛
金
率
の
変
更
に
よ
り
掛
金
が
大
幅
増
と

な
り
ま
し
た
。
結
果
、
多
く
の
継
続
落
ち

が
見
ら
れ
た
も
の
の
、
収
入
保
険
制
度
へ

の
移
行
も
多
く
、
移
行
者
も
含
め
た
加
入

面
積
は
１
，４
５
０
㌶（
前
年
比
８
９
．８
％
）

で
し
た
。

　
平
成
30
年
９
月
の
台
風
21
号
お
よ
び
24
号
の
影

響
に
よ
り
、
県
内
全
域
で
強
風
が
吹
き
荒
れ
、
パ

イ
プ
ハ
ウ
ス
を
中
心
に
被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。

１
３
０
戸
、
１
９
７
棟
（
い
ず
れ
も
延
べ
）
に
対

し
約
２
，
２
２
０
万
円
の
共
済
金
を
支
払
い
、
全

体
の
支
払
共
済
金
の
約
94
％
を
占
め
ま
し
た
。

建
物
共
済

　
同
じ
く
台
風
21
号
・
24
号
に
よ
る
被
害
申
告
は
、

令
和
元
年
５
月
末
日
現
在
で
７
６
０
件
と
な
っ
て

い
ま
す
。
自
然
災
害
に
よ
る
被
害
申
告
と
し
て
は
、

過
去
10
年
間
で
２
番
目
に
多
く
、
平
年
の
約
４
倍

で
す
。

　
自
然
災
害
に
よ
る
被
害
で
共
済
金
の
支
払
い
対

象
と
な
る
の
は
、
事
故
発
生
時
に
総
合
共
済
に
加

入
し
て
い
た
建
物
で
す
。
共
済
金
の
請
求
は
、
事

故
発
生
か
ら
３
年
以
内
で
す
の
で
、
ま
だ
申
告
を

し
て
い
な
い
方
は
、
お
早
め
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

通常総代会通常総代会

２
０
１
９
年
度
事
業
計
画

業
務
収
支
予
算

収
入
保
険
１
千
戸
加
入
早
期
達
成
を
目
指
す

　
青
色
申
告
農
業
者
へ
の
戸
別
訪
問
を
引

き
続
き
行
い
、
収
入
保
険
１
千
戸
加
入
の

早
期
達
成
を
目
指
し
ま
す
。

　
農
業
共
済
制
度
見
直
し
に
よ
り
、
２
０

１
９
年
度
か
ら
農
作
物
共
済
の
当
然
加
入

制
と
一
筆
方
式
が
終
了
と
な
り
ま
し
た
。

収
入
保
険
へ
の
移
行
等
も
勘
案
し
、
目
標

加
入
面
積
を
３
，
８
５
８
㌶
（
平
成
30
年

度
引
受
面
積
の
約
90
％
）
と
し
て
い
ま
す
。

　
果
樹
共
済
の
目
標
面
積
は
９
１
９
㌶
と

し
、
収
入
保
険
加
入
者
と
合
わ
せ
て
30
年

度
実
績
を
上
回
る
実
績
を
確
保
し
ま
す
。

引受実績　総補償金額 ４,３１５億円

農作物共済

家畜共済

果樹共済

畑作物共済

園芸施設共済

建物共済

農機具共済

収入保険

※農機具更新共済の期間満了による共済金を除く。※家畜共済の引受頭数は、死廃共済と病傷共済を合計した延頭数。

引受

428,043ａ

20,592頭

124,606ａ

9,499ａ

2,360棟

36,974棟

1,908台

96.5%

90.2%

77.2%

110.6%

96.9%

96.0%

95.4%

共済金額

加入経営体数

255戸

基準収入金額

2,249,080千円

支払共済金

4,732,421円

135,570,071円

105,627,895円

439,486円

23,666,151円

354,986,064円

4,281,782円

農作物共済

家畜共済

果樹共済

畑作物共済

園芸施設共済

建物共済

農機具共済

引受 共済金額

収入保険

加入経営体数

1,000戸

収入
の部

1,003,329
（千円）

受取補助金
546,152

事業勘定受入
196,685

受取利息
86,348

事務費賦課金
46,834

受託収入
39,209

損害防止収入
9,815

前期繰越業務残金
9,000

その他
69,286

人件費
596,030

普及推進費
93,323

業務費
93,014

施設費
70,042

事務費
48,581

損害防止費
28,737

諸税負担金
23,310

旅費交通費
7,728

損害評価費
6,459

その他
36,105

支出
の部

1,003,329
（千円）

前年比

99.0%

108.0%

80.7%

102.6%

99.1%

95.5%

100.0%

前年比

3,612,626千円

1,597,039千円

4,816,570千円

15,535千円

2,624,449千円

414,640,340千円

1,988,690千円

385,800ａ

34,547頭

91,943ａ

5,492ａ

2,415棟

37,755棟

1,957台

3,712,204千円

1,917,717千円

3,570,530千円

10,978千円

2,625,620千円

422,860,000千円

1,997,810千円

無保険者を出さないよう、農家への全戸訪問に積極的に取り
組みました５月には県内10カ所で収入保険制度の説明会を行いました
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　改元の年に組合長の任を与えられたこ
とは、何か運命的な感情を得るところで
あり、より一層職務に精励したいと心に
念じております。農業者に愛される組織
になるよう取り組む所存です。

組合長理事

中島　尚武

理事
田中　博愛

理事
赤岡　正春

理事
刑部　正直

理事
梶原　和夫

監事
中村　主税

監事
三井　哲夫

代表監事
佐野　　勝

理事
樋川　宗雄

副組合長理事
古屋　一秀

理事
前田　初男

理事
網藏　育朗

理事
小林　隆雄

理
事
・
監
事

通
常
総
代
会
で
、
13

名
の
役
員
が
選
任
さ

れ
ま
し
た
。
理
事
は

業
務
執
行
、
監
事
は

組
合
の
監
査
を
行
い

ま
す
。

中
央
支
所

【
甲
府
市
】

小
沢
　
博

長
田
　
保
雄

小
林
　
勝
哉

山
村
　
忠
弘

関
野
　
登

宮
川
　
俊
一

上
野
　
昌
樹

【
山
梨
市
】

森
屋
　
誠
啓

清
水
　
孝
夫

金
丸
　
力
三

戸
田
　
徳
彦

荻
原
　
寿
照

河
合
　
保
之

【
笛
吹
市
】

市
川
　
博
一

志
村
　
實

望
月
　
毅

小
沢
　
光
雄

鈴
木
　
進

古
屋
　
秀
昭

中
澤
　
保
雄

雨
宮
　
弘
文

武
川
　
芳
行

丹
澤
　
光
男

飯
田
　
元
明

霜
村
　
武
士

【
甲
州
市
】

広
瀬
　
富
雄

桐
原
　
哲
明

樋
口
　
力

小
泉
　
元
春

細
田
　
三
男

〈
30
名
〉

南
ア
ル
プ
ス
支
所

【
南
ア
ル
プ
ス
市
】

中
島
　
久
人

保
坂
　
尚

伊
藤
　
宏

市
川
　
利
幸

中
沢
　
幸
雄

功
刀
　
稔

松
本
　
賢
司

金
丸
　
忠
仁

小
野
　
勝
明

小
野
　
勝
弘

河
野
　
侯
光

横
内
　
俊
武

保
坂
　
立
之

山
本
　
季
候

大
塩
　
力
也

深
澤
　
文
男

平
岩
　
定
市

【
中
央
市
・
昭
和
町
】

中
沢
　
恵
治

一
之
瀬
　
芳
樹

早
川
　
敦
彦

甲
田
　
勝
保

笹
本
　
孝

田
中
　
満

【
市
川
三
郷
町
・
富
士

川
町
】

塩
島
　
福
一

高
井
　
文
男

井
上
　
譲
二

功
刀
　
千
秋

井
上
　
文
夫

斉
藤
　
亘

依
田
　
利
太
郎

【
早
川
町
・
身
延
町
・

南
部
町
】

笠
井
　
涌

佐
野
　
真

野
中
　
邑
浩

望
月
　
國
男

遠
藤
　
勝
見

佐
野
　
公
郎

望
月
　
郁
夫

遠
藤
　
守

〈
38
名
〉

北
部
支
所

【
韮
崎
市
】

柳
本
　
進

山
本
　
一
明

石
合
　
之
貴

横
森
　
一
郎

山
本
　
健
一

戸
島
　
利
次

久
保
田
　
春
樹

小
林
　
英
央

加
賀
爪
　
悦
夫

小
田
切
　
悦
男

堀
川
　
茂
憲

【
北
杜
市
】

秋
山
　
修

杉
山
　
朗

長
田
　
一
元

内
藤
　
歳
雄

里
吉
　
保
正

篠
原
　
陽
良

小
尾
　
富
二
男

有
井
　
正
光

中
田
　
正
基

利
根
川
　
浩

中
村
　
仁

三
澤
　
久

坂
本
　
辰
夫

大
黒
　
薫

小
尾
　
公
司

堀
込
　
強

山
本
　
照
正

小
松
　
琢
満

浅
川
　
重
雄

清
水
　
昭
夫

三
井
　
昌

坂
本
　
伴
和

名
取
　
和
夫

小
尾
　
甲
二

一
木
　
公
喜

【
甲
斐
市
】

宮
原
　
良
男

斉
藤
　
忠
文

小
田
切
　
博

坂
本
　
力

川
村
　
清
髙

猪
股
　
俊
雄

〈
42
名
〉

富
士
支
所

【
富
士
吉
田
市
】

遠
山
　
隆
雄

荒
井
　
猛
利

勝
俣
　
恒
之

藤
井
　
與
三
郎

宮
下
　
司

【
都
留
市
】

広
瀬
　
綱
雄

小
林
　
利
典

奥
秋
　
久

長
田
　
博
忠

鬢

　
幸
次

白
井
　
潤
美

【
大
月
市
】

杉
本
　
幸
夫

小
俣
　
仁
一

久
嶋
　
良
元

天
野
　
健
次

天
野
　
守

【
上
野
原
市
・
小
菅

村
・
丹
波
山
村
】

佐
藤
　
美
治

中
村
　
一
匡

尾
形
　
洋

佐
藤
　
肇

佐
藤
　
康
夫

古
家
　
佐
一

廣
瀬
　
和
章

舩
木
　
久
夫

【
道
志
村
・
西
桂
町
】

長
田
　
達
義

渡
辺
　
祝
一

重
田
　
玄
一

【
忍
野
村
・
山
中
湖

村
】

三
浦
　
謙
一

大
森
　
一
行

天
野
　
三
代
治

【
鳴
沢
村
・
富
士
河

口
湖
町
】

佐
藤
　
光
徳

小
佐
野
　
達
郎

古
屋
　
和
彦

中
村
　
守

三
浦
　
由
一

野
沢
　
真
一

〈
36
名
〉

中
央
支
所

手
塚
　
巖

岡
　
　
久

広
瀬
　
匡

関
本
　
藤
一
郎

荻
野
　
公
仁

中
村
　
千
勝

石
倉
　
泰
明

小
沢
　
恒
夫

野
沢
　
一
男

原
田
　
員
男

宿
沢
　
明

熊
本
　
力

古
屋
　
和
男

福
島
　
衛

花
形
　
満
寛

佐
野
　
芳
博

溝
口
　
浩
二

〈
17
名
〉

南
ア
ル
プ
ス
支
所

清
水
　
義
弘

一
之
瀬
　
芳
樹

網
倉
　
正
己

江
間
　
政
雄

田
中
　
和
義

秋
山
　
仙
一

古
屋
　
博
之

佐
久
間
　
直
樹

深
澤
　
文
男

池
川
　
雄
二

遠
藤
　
勝
巳

望
月
　
勝

大
倉
　
實
知
雄

佐
野
　
昌
夫

穂
坂
　
英
勝

二
宮
　
喜
昭

小
泉
　
昇
一

遠
藤
　
優
一

大
久
保
　
俊
彦

伴
野
　
幸
久

〈
20
名
〉

北
部
支
所

柳
本
　
進

石
合
　
之
貴

樋
口
　
正
幸

五
味
　
勇

杉
山
　
朗

岩
下
　
香

利
根
川
　
浩

堀
込
　
強

浅
川
　
重
雄

清
水
　
昭
夫

原
　
　
堅
志

鈴
木
　
幸
男

宮
原
　
良
男

長
田
　
正
純

豊
田
　
泰
長

〈
15
名
〉

富
士
支
所

荒
井
　
猛
利

勝
俣
　
恒
之

広
瀬
　
綱
雄

長
田
　
博
忠

今
泉
　
治
通

和
田
　
紘

中
村
　
一
匡

古
家
　
佐
一

佐
藤
　
京
行

渡
部
　
保

大
森
　
一
行

片
山
　
幹
治

佐
藤
　
光
徳

馬
淵
　
正
幸

堀
内
　
繁
文

流
石
　
丈
夫

廣
瀬
　
和
章

舩
木
　
久
夫

〈
18
名
〉

本
所
委
員

【
農
作
物
共
済
部
会
】

安
藤
　
隆
夫

樋
川
　
治
久

上
野
　
直
也

細
川
　
洋
一

保
坂
　
浩

丹
沢
　
宏
友

小
澤
　
永
和

小
宮
　
文
彦

角
田
　
源
太
郎

内
藤
　
廣
司

浅
川
　
重
雄

渡
辺
　
栄
太
郎

【
家
畜
共
済
部
会
】

細
田
　
紀
子

小
泉
　
伊
津
夫

菊
島
　
一
人

伊
藤
　
和
彦

片
山
　
努

秋
山
　
恵
司

【
畑
作
物
共
済
部
会
】

鈴
木
　
信
男

久
津
間
　
啓
幸

橋
爪
　
淳

清
水
　
俊
邦

【
果
樹
共
済
部
会
】

武
井
　
和
仁

曽
根
　
英
一

武
井
　
森
彦

雨
宮
　
真
一

河
西
　
利
浩

芦
澤
　
秀
雄

小
川
　
誠
之

泉
　
　
知
治

功
刀
　
稔

山
本
　
建
澄

【
園
芸
施
設
共
済
部
会
】

佐
幸
　
歌
菜

窪
田
　
哲

中
澤
　
滋
芳

入
戸
野
　
泉

秋
山
　
恵
司

【
任
意
共
済
部
会
】

竹
下
　
春
一

横
山
　
伸
二

熊
王
　
広
之

秋
山
　
恵
司〈

延
41
名
〉 

支
所
委
員

【
農
作
物
共
済
部
会
】

臼
城
　
良
人

樋
口
　
正
治

秋
山
　
一
重

穂
坂
　
熊
男

岩
間
　
亘

横
森
　
一
郎

小
林
　
英
央

加
賀
爪
　
悦
夫

山
本
　
健
一

秋
山
　
修

篠
原
　
陽
良

大
黒
　
薫

小
尾
　
公
司

清
水
　
昭
夫

小
尾
　
甲
二

一
木
　
公
喜

猪
股
　
俊
雄

鷹
野
　
奉
身

小
田
切
　
博

遠
山
　
隆
雄

舟
久
保
　
威

小
幡
　
廣
己

杉
本
　
幸
夫

志
村
　
正
仁

佐
藤
　
京
行

中
田
　
昇

【
果
樹
共
済
部
会
】

河
野
　
金
哉

藤
原
　
正
邦

駒
井
　
好
文

田
中
　
勤
一

原
　
　
正
樹

堀
内
　
利
一

山
下
　
光
広

岩
沢
　
清
文

飯
島
　
久
正

三
枝
　
栄
富

深
澤
　
学

長
田
　
英
仁〈

延
38
名
〉

新
役
員
が
就
任
し
ま
し
た

支
所
運
営
委
員

制
度
の
普
及
や
共
済
部
長
協
議
会
の
活
動
等
、

各
支
所
内
の
事
業
運
営
に
必
要
な
事
項
の
提

言
や
助
言
、
協
力
を
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

（
敬
称
略
）

損
害
評
価
会
委
員

現
地
調
査
を
行
い
、
組
合
の
損
害
高
の
諮
問

に
答
え
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

総
代

市
町
村
ご
と
に
選
出
さ
れ
る
組
合
員
の
代
表

で
、
定
数
は
１
４
６
名
で
す
。
総
代
会
で
事

業
計
画
、
予
算
、
定
款
変
更
な
ど
を
審
議
し

ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

通常総代会通常総代会
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坂
本
　
名
前
だ
け
は
知
っ
て
い
ま

し
た
が
、
詳
細
は
よ
く
分
か
り
ま

―

収
入
保
険
を
知
っ
た
き
っ

か
け
は
？

―

加
入
を
決
め
た
ポ
イ
ン
ト

は
何
で
す
か
？

―

補
償
額
や
保
険
料
に
つ
い

て
は
ど
う
思
い
ま
す
か
？

―

何
か
不
安
に
思
っ
て
い
る

点
は
あ
り
ま
す
か
？

せ
ん
で
し
た
。
忙
し
く
て
説
明
会

に
も
参
加
で
き
な
か
っ
た
の
で
す

が
、
昨
年
11
月
頃
に
長
坂
さ
ん
か

ら
直
接
連
絡
を
い
た
だ
き
、
説
明

を
伺
い
ま
し
た
。

長
坂
　
坂
本
さ
ん
に
は
園
芸
施
設

共
済
に
ご
加
入
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。野
菜
の
補
償
は
今
ま
で
な
か
っ

た
の
で
、
ぜ
ひ
坂
本
さ
ん
に
お
す

す
め
し
た
い
と
思
い
ま
し
た
。
締

切
が
11
月
末
ま
で
だ
っ
た
の
で
、

ギ
リ
ギ
リ
セ
ー
フ
で
し
た
ね
。

 
 
 
 

坂
本
　
野
菜
は
米
な
ど
と
違
っ
て
、

畑
を
ま
わ
し
な
が
ら
年
間
の
作
業

を
行
っ
て
い
き
ま
す
。
特
に
苗
を

作
る
春
先
に
長
期
で
休
ん
で
し
ま

う
と
、
そ
の
年
の
収
入
が
ほ
と
ん

ど
な
く
な
っ
て
し
ま
う
の
で
、
以

前
か
ら
そ
う
い
う
不
安
は
あ
り
ま

し
た
。

　
実
は
保
険
会
社
か
ら
入
院
保
険

を
す
す
め
ら
れ
て
検
討
し
て
い
た

と
こ
ろ
で
し
た
が
、
収
入
保
険
で

は
、
け
が
や
病
気
で
収
穫
が
で
き

な
い
場
合
で
も
、
年
間
収
入
が
補

償
さ
れ
る
点
が
い
い
な
と
思
い
ま

し
た
。

 

坂
本
　
販
売
金
額
や
栽
培
面
積
、

作
業
日
誌
は
す
べ
て
パ
ソ
コ
ン
で

管
理
し
て
い
る
の
で
問
題
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。

 

長
坂
　
デ
ー
タ
が
き
ち
ん
と
あ
っ

た
の
で
、
実
際
の
販
売
単
価
で
基

準
収
入
を
算
定
で
き
ま
し
た
。
平

均
単
価
で
は
十
分
な
補
償
に
な
り

ま
せ
ん
か
ら
ね
。

  

坂
本
　
補
償
さ
れ
る
金
額
に
対

し
て
、
保
険
料
等
は
安
い
と
感
じ

ま
し
た
。
収
入
が
ゼ
ロ
だ
っ
た
場

合
で
も
、
基
準
収
入
の
８
割
以
上

が
補
て
ん
さ
れ
る
わ
け
で
す
か
ら

ね
。保
険
料
は
、検
討
し
て
い
た
入

院
保
険
よ
り
安
か
っ
た
で
す（
笑
）

 

坂
本
　
私
は
13
年
ほ
ど
前
に
北
杜

市
へ
移
住
し
て
き
ま
し
た
。
先
輩

農
家
の
す
す
め
で
就
農
１
年
目
か

ら
青
色
で
申
告
し
て
い
ま
し
た
。

　
最
高
65
万
円
を
控
除
で
き
た
り
、

妻
の
給
料
も
経
費
に
で
き
た
り
と
、

メ
リ
ッ
ト
は
と
て
も
大
き
い
で
す
。

坂
本
　
最
終
的
に
全
体
の
収
入
が

減
少
す
る
か
ど
う
か
は
最
後
ま
で

分
か
り
ま
せ
ん
。
作
目
に
ト
ラ
ブ

ル
が
あ
る
都
度
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
に
連

絡
し
た
ほ
う
が
い
い
で
す
か
。

長
坂
　
お
手
数
で
も
、
収
量
減
少

が
見
込
ま
れ
る
被
害
が
あ
っ
た
と

き
に
は
、
ぜ
ひ
ご
連
絡
を
い
た
だ

き
た
い
で
す
。
職
員
が
す
ぐ
に
お

伺
い
し
て
現
地
確
認
を
行
い
ま
す
。

坂本貴司さん。北杜市小淵沢町在住。43歳。2006年に北杜市に移住。山梨
県農業大学校で職業訓練を受け、2007年に就農。有機ＪＡＳを取得し、約
２haで有機野菜を栽培。農作業は夫婦２人で行う。

　北杜市小淵沢町で有機野菜を栽培する坂本貴司
さんと、担当した北部支所の長坂課長に、収入保
険加入申請までのエピソードを聞きました。

坂本さんの

収入保険加入
ストーリー

保
険
料
と
補
て
ん
金
は
い
く
ら
？

収
入
保
険
を
検
討
し
て
み
よ
う
！

―

露
地
野
菜
30
品
目
と
い
う

多
品
目
栽
培
で
す
が
、
加
入
申

請
手
続
き
は
ス
ム
ー
ズ
に
で
き

ま
し
た
か
？

収入保険のご相談は、いつでもお気軽にお近くのＮＯＳＡＩまで

富士支所
　０５５４-４５-６６１１

南アルプス支所
　０５５-２８２-０４４３

北部支所
　０５５１-２３-１１１１

中央支所
　０５５３-２２-５０５６

　
収
入
保
険
は
、
青
色
申
告
の
税

務
書
類
を
基
に
農
産
物
の
収
入
を

補
償
し
ま
す
。
申
告
書
類
が
あ
れ

ば
補
償
金
額
や
保
険
料
が
簡
単
に

試
算
で
き
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。
令
和
２
年
分
の
加
入

申
請
は
、
11
月
末
ま
で
の
受
付
で

す
。

過去に著しく収入が低い年があっても、営農計画に基づいて基準収入
を算定できる特例があります。より実態に近い補償が受けられます。

保険料と事務費は、保険期間の必要経費として
全額控除できます。保険料は、補てんを受けな
ければ年々下がります。

積立金は預かり金となり、補てん
に使用されない限り翌年に持ち越
されます。

積立金が高くて払えない・・・
そんな場合は、保険方式だけに
加入してもこんなに補償！

積立金は国が75％を補助する
のでとってもお得。

収
入
保
険
の
ポ
イ
ン
ト

①
す
べ
て
の
農
産
物
を
カ
バ
ー

②
最
高
で
収
入
の
９
割
を
補
償

③
保
険
料
等
に
国
の
補
助
あ
り

④
つ
な
ぎ
融
資
制
度
あ
り

⑤
収
入
減
を
幅
広
く
補
償

収入保険制度の補てん方式

基準収入

  300万円

  500万円

1000万円

保険料

23,328円

38,880円

77,760円

積立金

  67,500円

112,500円

225,000円

事務費

  9,846円

13,410円

22,320円

合計

100,674円

164,790円

325,080円

保険金

216万円

360万円

720万円

積立金

27万円

45万円

90万円

合計

243万円

405万円

810万円

補てん金（収入が0万円の場合）掛金

補償限度９割（保険方式８割＋積立方式１割）、支払率９割を選択して新規加入した場合の試算

収入保険制度収入保険制度

―

青
色
申
告
は
い
つ
か
ら
始

め
ま
し
た
か
？



無被害の耕地には
「被害なし」と記入します。

耕地ごとの
「見込単収」を
記入します。

共
済
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【
被
害
申
告
】

　
農
家
本
人
が
被
害
申
告
を
し
ま
す
。

（
地
区
の
共
済
部
長
さ
ん
に
連
絡
し
て
く

だ
さ
い
）

【
抜
取
調
査
】

　
組
合
職
員
、
損
害
評
価
員
ま
た
は
損
害

評
価
会
委
員
が
申
告
の
あ
っ
た
耕
地
の
中

か
ら
任
意
に
抽
出
し
て
、
検
見
ま
た
は
実

測
（
坪
刈
り
）
を
行
い
、
収
穫
量
を
調
査

し
ま
す
。
地
区
間
の
均
衡
を
図
る
た
め
、

必
要
に
応
じ
て
更
に
抜
取
調
査
を
行
い
ま

す
。

【
損
害
評
価
会
の
審
査
】

　
組
合
は
、
調
査
結
果
に
基
づ
い
た
損
害

高
を
損
害
評
価
会
に
諮
問
し
、
答
申
を
受

け
ま
す
。

【
農
林
水
産
省
の
審
査
】

　
損
害
評
価
会
の
答
申
を
受
け
た
後
、
損

害
高
を
農
林
水
産
省
へ
提
出
し
、
審
査
、

認
定
を
受
け
ま
す
。

【
共
済
金
の
お
支
払
い
】

　
12
月
頃
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

見
込
単
収
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い

水
稲
共
済
被
害
申
告

対
象
と
な
る
災
害
は
？

ど
ん
な
と
き
に
申
告
す
る
の
？

　
加
入
耕
地
全
体
で
２
割
以
上
の
減

収
が
見
込
ま
れ
る
場
合
は
、
必
ず
収

穫
前
に
被
害
申
告
を
し
て
く
だ
さ
い
。

※

一
筆
半
損
特
約
有
で
申
込
み
い
た
だ
い
た

　
方
は
、
一
筆
ご
と
に
５
割
以
上
の
減
収
が

　
見
込
ま
れ
る
場
合
に
も
被
害
申
告
が
必
要

　
で
す
。

　
風
水
害
な
ど
の
自
然
災
害
、火
災
、

病
虫
害
及
び
鳥
獣
害

※

防
除
用
薬
剤
の
薬
害
に
よ
る
被
害
は
対
象

　
と
な
り
ま
せ
ん
。

共
済
金
の
お
支
払
い
ま
で

獣害を受けた水稲

※様式は変更になる可能性があります。

「損害通知書兼野帳」記入例

被
害
申
告
の
手
順

１
．
共
済
部
長
（
損
害
評
価
員
）
さ

　
　
ん
が
「
損
害
通
知
書
兼
野
帳
」

　
　
と
「
被
害
表
示
の
立
札
」
を
配

　
　
布
し
ま
す
。

２
．
損
害
通
知
書
兼
野
帳
は
、
必
要

　
　
事
項
を
記
載
し
て
、
す
ぐ
に
共

　
　
済
部
長
さ
ん
へ
提
出
し
て
く
だ

　
　
さ
い
。

　
　※

損
害
通
知
書
兼
野
帳
は
、
記
入
例
を

　
　
　
参
考
に
「
組
合
員
等
記
入
日
」
「
災

　
　
　
害
の
発
生
月
日
」
「
災
害
の
種
類
」

　
　
　
「
申
告
単
収
」
を
記
載
し
、
押
印
し

　
　
　
ま
す
。

３
．
立
札
は
、
耕
地
ご
と
に
切
り
離

　
　
し
て
、
稲
を
搬
出
す
る
ま
で
よ

　
　
く
見
え
る
よ
う
に
、
被
害
耕
地

　
　
に
立
て
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

立札は約150㎝の高さに
立ててください

家
族
で
和
気
あ
い
あ
い
と

す
」
と
よ
し
江
さ
ん
。
男
性
陣
は
ゴ

ル
フ
、
女
性
陣
は
温
泉
や
山
菜
採
り

な
ど
を
楽
し
み
ま
す
。

　
初
男
さ
ん
は
Ｊ
Ａ
主
催
の
グ
ラ
ウ

ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
で
、
個
人
優
勝
し

た
こ
と
も
あ
る
腕
前
。
「
私
が
言
う

の
も
な
ん
だ
け
ど
、
お
父
さ
ん
は
上

手
で
す
よ
」
と
よ
し
江
さ
ん
も
太
鼓

判
を
押
し
て
く
れ
ま
し
た
。

と
「
シ
ャ
イ
ン
マ
ス
カ
ッ
ト
」
を
栽

培
。
ほ
と
ん
ど
を
Ｊ
Ａ
に
出
荷
し
て

い
ま
す
。

　
元
々
家
が
モ
モ
農
家
の
初
男
さ
ん
。

高
校
卒
業
後
、
50
年
以
上
栽
培
を
続

け
て
い
ま
す
。
大
月
市
出
身
の
よ
し

江
さ
ん
は
、
結
婚
を
機
に
初
め
て
農

業
に
触
れ
ま
し
た
。
「
最
初
は
慣
れ

な
い
作
業
で
体
が
大
変
だ
っ
た
け
れ

ど
、
周
り
の
農
家
の
良
い
所
を
取
り

入
れ
る
な
ど
、
や
り
た
い
よ
う
に
自

由
に
で
き
る
の
が
い
い
な
と
感
じ
ま

し
た
」
と
当
時
を
思
い
返
し
ま
す
。

　
「
県
外
に
い
る
息
子
が
、
い
ず
れ

帰
っ
て
き
て
農
業
を
継
い
で
く
れ
る

よ
う
で
す
。
自
分
た
ち
も
向
こ
う
10

年
は
元
気
に
頑
張
り
た
い
ね
」
と
、

笑
顔
の
お
二
人
。

　
農
閑
期
は
初
男
さ
ん
の
同
級
生
の

農
家
夫
婦
３
組
で
、
よ
く
遊
び
に
出

か
け
ま
す
。
「
毎
年
農
繁
期
に
な
る

前
に
『
お
互
い
こ
こ
か
ら
１
年
頑
張

り
ま
し
ょ
う
』
と
い
う
意
味
も
込
め

て
、
労
い
の
旅
行
を
し
て
い
る
ん
で

　
「
春
先
に
は
孫
た
ち
が
木
登
り
し

て
遊
び
な
が
ら
、授
粉
作
業
を
手
伝
っ

て
く
れ
ま
し
た
」
と
笑
う
前
田
さ
ん

ご
夫
婦
。
農
作
業
は
近
く
に
住
む
二

人
の
娘
さ
ん
や
、
週
末
に
は
小
中
学

生
の
お
孫
さ
ん
た
ち
も
手
伝
っ
て
く

れ
ま
す
。

　
モ
モ
は
早
生
種
の
「
ち
よ
ひ
め
」

に
始
ま
り
、
中
生
種
の
「
白
鳳
」
を

メ
イ
ン
に
、
晩
生
種
の
「
さ
く
ら
」

ま
で
を
、
ブ
ド
ウ
は
「
ピ
オ
ー
ネ
」

農
閑
期
は
友
人
と
一
緒
に

摘花作業をするお二人。初男さんは今回、組合の
理事に就任。

お
互
い
へ
一
言

初
男
さ
ん

　
い
つ
も
体
の
事
を
気
に
か
け
て

く
れ
て
あ
り
が
と
う
。
皆
に
喜
ば

れ
る
美
味
し
い
モ
モ
を
作
っ
て
い

こ
う
。

よ
し
江
さ
ん

　
こ
れ
か
ら
も
二
人
で
モ
モ
作
り

を
頑
張
っ
て
、
孫
た
ち
と
楽
し
い

時
間
を
過
ご
し
て
い
こ
う
ね
。

経営規模　モモ110ａ　ブドウ12ａ

笛吹市御坂町
錦・英　栗合地区共済部長

まえだ 　 　 　  　  は つ お

え
前田　初男さん（71）
　　　よし江さん（69）

ＮＯＳＡＩの縁の下の力持ち
共済部長さんをパートナーとして支える

奥様と共に紹介します
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おしらせ

　
自
然
災
害
や
病
虫
害
な
ど
に
よ
り
、

１
割
以
上
の
収
量
減
少
が
見
込
ま
れ
る

時
は
、
必
ず
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
に
事
故
発
生

等
の
状
況
を
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

【
農
作
業
日
誌
の
記
入
を
忘
れ
ず
に
】

　
農
作
業
日
誌
は
、
事
故
発
生
の
証
拠

に
な
り
ま
す
。
施
肥
や
防
除
等
の
作
業

日
、
作
業
内
容
の
記
入
を
お
願
い
し
ま

す
。

【
加
入
を
ご
検
討
中
の
皆
さ
ま
】

　
ご
希
望
が
あ
れ
ば
、
職
員
が
お
伺
い

し
て
ご
説
明
い
た
し
ま
す
の
で
、
お
気

軽
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

収
入
保
険

お問い合わせ

富士吉田市、都留市、大月市、上野原市、道志村、
西桂町、忍野村、山中湖村、鳴沢村、富士河口湖町、
小菅村、丹波山村

富士支所　0554-45-6611

南アルプス市、中央市、市川三郷町、早川町、身延町、
南部町、富士川町、昭和町

南アルプス支所　055-282-0443

韮崎市、北杜市、甲斐市

北部支所　0551-23-1111

中央支所　0553-22-5056
甲府市、山梨市、笛吹市、甲州市

  

土
壌
診
断

  

水
稲
食
味
診
断

  
事
故
が
発
生
し
た
ら

　
土
づ
く
り
と
環
境
に
や
さ
し
い
施
肥

へ
お
役
立
て
い
た
だ
く
た
め
、
本
年
度

も
土
壌
診
断
を
実
施
し
ま
す
。

【
診
断
対
象
と
な
る
土
壌
】

　
果
樹
・
麦
・
水
稲
・
大
豆
の
各
共
済

　
に
加
入
し
て
い
る
圃
場

【
申
込
期
間
】

　
令
和
元
年
８
月
〜
11
月
末
ま
で

【
診
断
料
】

　
土
壌
１
点
当
た
り
２
０
０
円

　
（
果
樹
は
無
料
）

【
採
取
時
期
等
】

　
診
断
用
の
土
壌
は
、
収
穫
後
か
ら
施

肥
前
ま
で
に
採
取
し
ま
す
。

　
採
取
量
は
、
１
つ
の
圃
場
に
つ
き
約

５
０
０
ｇ
で
す
。
数
カ
所
か
ら
均
一
に

採
っ
て
混
ぜ
て
く
だ
さ
い
。

　
土
の
採
取
方
法
や
提
出
方
法
は
、
お

近
く
の
支
所
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

　
水
稲
の
安
定
し
た
品
質
の
維
持
を
目

指
す
組
合
員
さ
ん
の
お
手
伝
い
と
し
て
、

食
味
診
断
を
行
っ
て
い
ま
す
。

※

分
析
作
業
は
、
北
部
支
所
と
富
士
支
所
で
行

　い
ま
す
の
で
、
中
央
支
所
・
南
ア
ル
プ
ス
支

　所
へ
お
申
し
込
み
の
場
合
は
、
多
少
お
時
間

　を
い
た
だ
き
ま
す
。

【
ご
用
意
い
た
だ
く
も
の
】

　
玄
米
３
０
０
ｇ
程
度

　
（
富
士
支
所
は
精
米
で
も
可
）

【
診
断
料
】

　
１
点
当
た
り
２
０
０
円

お
申
し
込
み
な
ど
は
、
お
近
く
の
支
所

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

損
害
防
止
事
業

!

土壌の分析後、「土壌診断書」をお渡しします。
施肥の参考にしてください。

学校説明会（養成科・専攻科共通）
７月27日（土）、 ８月17日（土）
９月 ７日（土）、10月26日（土）
詳しくは農業大学校ホームページを
ご覧ください。

食味計と穀粒判別機を使用して測定し、結果は
品質評価票にまとめてお渡しします。

夏
季
は
適
切
な
潅
水
が
重
要

か
ん

技
術
顧
問

　古
屋 

栄

技
術
情
報

農
業

果
樹
果
樹

　
樹
に
日
光
が
当
た
る
と
樹
体
温
が
上
昇

し
ま
す
が
、
私
達
の
身
体
と
同
様
に
樹
体

温
が
上
が
り
す
ぎ
る
と
樹
の
機
能
が
低
下

し
ま
す
。
そ
こ
で
、
樹
は
葉
の
表
面
か
ら

水
分
を
盛
ん
に
蒸
発
さ
せ
、
気
化
熱
で
樹

を
冷
や
そ
う
と
し
ま
す
。

　
専
用
施
設
を
用
い
て
行
っ
た
６
年
間
の

調
査
で
は
、
モ
モ
の
樹
が
１
年
間
で
吸
収

す
る
総
水
量
は
、
降
水
量
に
換
算
す
る
と

平
均
７
４
５
㎜
で
し
た
（
図
１
）。こ
の
期

間
の
年
降
水
量
は
平
均
１
１
６
４
㎜
だ
っ

た
た
め
、
降
水
が
十
分
に
利
用
さ
れ
れ
ば

必
要
な
水
量
は
確
保
出
来
る
と
考
え
ら
れ

ま
す
。

　
し
か
し
、
実
際
に
は
地
面
を
横
に
流
れ

去
る
水
や
、
地
面
を
縦
に
通
過
し
て
地
下

水
と
し
て
畑
の
外
に
出
て
い
く
水
が
多
く
、

　
地
球
温
暖
化
に
よ
る
気
温
上
昇
が
進
ん
で
お
り
、
昨
年
の
よ
う
に
夏
季
に
猛
烈

な
暑
さ
が
続
く
と
、
樹
体
生
育
や
果
実
品
質
へ
の
影
響
が
問
題
と
な
り
ま
す
。
基

本
的
な
対
応
策
と
し
て
潅
水
の
重
要
性
と
効
果
的
方
法
を
再
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

降
水
の
全
量
が
園
土
壌
に
残
っ
て
使
え
る

わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、
時

期
に
よ
っ
て
は
水
が
不
足
し
ま
す
。

　
特
に
、
気
温
の
高
い
６
〜
８
月
は
、
吸

水
量
が
年
間
総
量
の
６
割
と
多
く
、
土
壌

は
乾
燥
し
が
ち
で
す
（
図
２
）
。
不
足
水

量
を
補
い
、
生
育
や
果
実
品
質
を
健
全
に

保
つ
た
め
に
潅
水
が
必
要
で
す
。

　
こ
の
調
査
で
は
年
平
均
４
６
３
㎜
の
潅

水
を
行
い
ま
し
た
が
、実
際
の
園
で
は
６
〜

８
月
の
期
間
中
に
２
０
０
〜
３
０
０
㎜
程

度
の
潅
水
を
行
い
た
い
と
こ
ろ
で
す
。
こ

の
量
は
、
週
あ
た
り
２
〜
４
時
間
の
ス
プ

リ
ン
ク
ラ
ー
に
よ
る
定
期
的
潅
水
に
相
当

し
ま
す
。
気
象
と
土
壌
の
状
態
を
見
な
が

ら
水
分
状
態
が
大
き
く
変
動
し
な
い
よ
う

に
出
来
る
だ
け
こ
ま
め
な
実
施
が
適
し
て

い
ま
す
。
な
お
、
今
回
は
モ
モ
中
心
の
説

明
と
な
り
ま
し
た
が
他
の
樹
種
で
も
こ
れ

に
準
じ
て
実
施
し
て
く
だ
さ
い
。

葉
は
暑
さ
へ
の
冷
却
装
置

降
水
だ
け
の
水
量
確
保
に
は

限
界
が
あ
る

夏
季
は
特
に
潅
水
が
必
要

週
に
２
〜
４
時
間
の

ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
潅
水
が
適
切

図1　モモ園における水の動き（1998～2003年の年平均値、山梨果試）

図2　季節別吸水量（モモ、1998～2003年の平均値）

吸水1164mm 832mm
降水

463mm
潅水

745mm

園外へ

学生募集！
専門学校 山梨県立農業大学校

お問い合わせ：教務課 0551-32-2269
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吸
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210

9～11月
https://www.nosai-yamanashi.or.jp

・採用予定人数　５名
・職務内容
　農業保険法に基づく農業保険事業の各業務
・給与並びに処遇
　本組合職員給与規則により処遇（山梨県職員給与に準じます）

・応募資格（要普通自動車運転免許）

　短期大学・専修学校卒
　　平成４年４月２日以降に生まれた方
　大学卒
　　平成２年４月２日以降に生まれた方
　大学院卒（修士課程）

　　昭和 63 年４月２日以降に生まれた方
　大学院卒（博士課程）

　　昭和 60 年４月２日以降に生まれた方
   ※令和２年３月卒業見込みを含みます

・受付期間
　令和元年６月 17 日（月）～８月９日（金）
　書留郵便による郵送のみ受け付けます。
・一次選考（筆記試験・小論文・適性検査）

　令和元年８月 24 日（土）
　※二次選考以降の予定・詳細は、NOSAI 山梨ホームページを確認してください。

職員を募集します！
令和２年度採用

NOSAIのキャラクター
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①五里○○○○。
④囲碁や将棋の対局の手の記録。
⑥街○○。曲がり○○。○○松。
⑦頭をぶつけないように！○○○○注意！
⑧どの方向が開いてる？○○○○検査。
⑩サーフィンや釣りが楽しい。
⑪釜で炊いた炊き込みご飯。
⑬種から？それとも○○から育てる？
⑮種○○。分○○。○○義語。
⑰電話番号の○○○局番。
⑲自分の行いで報いを受ける。○○○自得。
㉑マンガを全巻○○○買い。
㉒見放すこと。○○を投げる。

当選者：花田仁さん（甲府市）/古屋幸子さん（甲府市）/山本春香さん（都留市）/若月直美さん（山梨市）/伊奈章五さん（大月市）/増田千賀子さん（大月
市）/井上とし子さん（韮崎市）/浅野仁さん（南アルプス市）/井上絹子さん（南アルプス市）/大塩順子さん（南アルプス市）/小林豊子さん（南アルプス市）
/仙洞田誠さん（南アルプス市）/長坂和美さん（北杜市）/田中松子さん（甲斐市）/伊藤桂さん（中央市）/渡辺眞貴子さん（市川三郷町）/依田佐紀子さん
（身延町）/望月照美さん（南部町）/依田和子さん（南部町）/芦澤壽子さん（富士川町）

①桃太郎、鶴の恩返し、かぐや姫。
②鳥が飛ぶ姿に見えます。○○○格子。
③膝を抱えてしゃがみこむこと。
④学校の先生。
⑤香りや味わい。○○○が良い。
⑨たまには休息時間も大事。
⑫○○○→大正→昭和→平成→令和。
⑭子どもの○○○には癒されます。
⑯きれいになると気持ちがいいですね。
⑱「縦の○○はあなた～横の○○は私～」。
⑳計算の過程で○○が出た。

タ
テ
の
カ
ギ

ヨ
コ
の
カ
ギ

正解した方の中から

抽選で２0名様にクオカード千円分を

プレゼントいたします。

ご応募お待ちしています！

赤枠の文字を並び替えて
答えを見つけてください！

春号のクロスワードパズルの答えは「ニュウガク」でした。たくさんのご応募をありがとうございました。

　
は
が
き
又
は
メ
ー
ル
に
①
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド

答
え
②
氏
名
③
郵
便
番
号
④
住
所
⑤
年
齢
⑥

性
別
⑦
電
話
番
号
⑧
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
や
広
報
紙

へ
の
ご
意
見
・
ご
感
想
・
ご
要
望
な
ど
を
ご

記
入
の
う
え
、
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

●
締
め
切
り

　
令
和
元
年
８
月
31
日
（
当
日
消
印
有
効
）

●
応
募
先

　
〒
４
０
０-

０
０
３
４

　
山
梨
県
甲
府
市
宝
１
丁
目
21-

20

　
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
山
梨
広
報
係

　hon@
nosai-yam

anashi.or.jp

ＮＯＳＡＩトーク
クイズの答えと一緒に寄せられた

ご意見・ご感想の一部をご紹介します。

　「家畜診療日記」は一般家庭に
は程遠い事柄ですが、それゆえに
「なるほど～」と知らない世界が
見え楽しいです。
☆守屋獣医イケメン！
　　　　　（南部町　60代女性）

　収入保険に加入しました。これ
で安定した収入が見込まれ安心で
す。　　　（甲斐市　60代男性）

　「リーフレタスを種から育てよ
う」を読んで、初めての人でも簡
単とのこと、私も種を買ってやっ
てみようという気持ちになりまし
た。意欲満々…。食卓を飾れる日
を夢見て頑張って作ってみようと
思います。
　　　　　（韮崎市　60代女性）

　春号表紙の河野さんには、我が
家でもお世話になっています。剪
定作業はまだ私にはできないので、
頼りにしています。いつも的確に
作業をしてくださいます。
　　　　　（笛吹市　50代男性）

　新たまねぎを使い「たまねぎの
煮込み」を作りました。さっぱり
と、とてもおいしく出来ました。
　　　（市川三郷町　60代女性）

　昨年は台風の被害が予想以上に
大きかったことを改めて知り、胸
が痛みました。
　　　（富士吉田市　50代女性）
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当選おめでとう
ございます！
当選おめでとう
ございます！

園
芸
研
究
家

　牛
村

　明
雄

牛
村
先
生
の
畑
か
ら
、

家
庭
菜
園
に
役
立
つ
ポ
イ
ン
ト
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
夏
野
菜
と
い
う
と
、皆
さ
ん
た
く
さ
ん
の

野
菜
が
思
い
浮
か
ぶ
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
今
回
は
、
今
ち
ょ
う
ど
収
穫
期
を

迎
え
て
い
る
ト
マ
ト
の
お
話
で
す
。

　
夏
秋
ト
マ
ト
を
種
か
ら
育
て
る
場
合
は
、

３
〜
４
月
頃
に
ポ
ッ
ト
に
１
〜
２
粒
ま
い

て
お
き
ま
す
。
低
温
に
な
る
よ
う
で
あ
れ

ば
、
不
織
布
を
か
け
る
な
ど
し
て
保
温
し

ま
す
。

　
本
葉
が
８
〜
９
枚
に
な
り
一
番
花
が
咲

く
頃
が
定
植
時
期
と
い
わ
れ
ま
す
。
販
売

さ
れ
て
い
る
苗
は
こ
の
く
ら
い
の
も
の
が

多
い
で
す
ね
。
で
も
私
の
お
す
す
め
は
幼

苗
の
定
植
で
す
。
本
葉
４
〜
５
枚
に
育
て

ば
定
植
し
て
Ｏ
Ｋ
。
育
苗
の
手
間
も
省
け

ま
す
。
定
植
の
際
、
ポ
イ
ン
ト
が
２
つ
あ

り
ま
す
。

①
肥
料
と
苗
の
間
に
「
間
土
」
を

　
果
菜
類
は
肥
料
が
多
く
必
要
な
の
で
、

ポ
ッ
ト
か
ら
定
植
す
る
と
き
、
穴
に
肥
料

を
入
れ
て
か
ら
苗
を
定
植
し
ま
す
。
根
に

直
接
肥
料
が
当
た
る
と
強
す
ぎ
る
の
で
、

肥
料
に
土
を
か
ぶ
せ
て
か
ら
そ
の
上
に
苗

を
置
き
ま
す
。

②
ぐ
る
ぐ
る
巻
き
の
根
を
切
る

　
ポ
ッ
ト
の
中
で
根
が
は
り
め
ぐ
ら
さ
れ

て
い
る
の
を
見
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
よ
ね
。

定
植
し
て
か
ら
も
元
気
に
育
つ
よ
う
、
底

の
方
の
根
は
１
㎝
く
ら
い
切
っ
て
落
と
し

て
か
ら
定
植
し
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
買
っ
た
苗
の

場
合
で
も
同
じ
で
す
の
で
、
参
考
に
し
て

く
だ
さ
い
。
大
き
な
苗
の
根
は
、
も
っ
と

切
っ
て
も
大
丈
夫
で
す
。

　
ト
マ
ト
が
育
っ
て
き
た
ら
、
わ
き
芽
を

か
い
て
１
本
に
仕
立
て
る
こ
と
を
お
す
す

め
し
ま
す
。
風
通
し
が
良
く
な
り
、
肥
料

も
無
駄
に
な
ら
ず
、
最
後
ま
で
品
質
の
良

い
ト
マ
ト
を
収
穫
で
き
ま
す
よ
。

根を落としてから定植すると元気な根が
育ちやすくなります

ま
つ
ち

15 14

幼
苗
を
根
切
り
し
て
定
植

子
牛
の
〝
冷
た
い
〞
に
注
意
！

　
夏
で
す
ね
。
毎
日
暑
い
で
す
が
、
皆

さ
ん
体
調
は
大
丈
夫
で
し
ょ
う
か
。
こ

う
も
暑
い
と
〝
冷
た
い
〞
物
を
飲
ん
だ

り
、
食
べ
た
り
し
た
く
な
っ
て
し
ま
い

ま
す
ね
。
今
回
は
こ
の
〝
冷
た
い
〞
に

つ
い
て
の
話
を
し
ま
す
。
子
牛
の
下
痢

の
と
き
の
〝
冷
た
い
〞
話
で
す
。

　
農
家
の
皆
さ
ん
に
は
、
子
牛
が
下
痢

で
調
子
が
悪
い
と
き
に
は
獣
医
師
を
呼

ん
で
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
際
、
下

痢
を
し
て
い
る
と
い
う
他
に
子
牛
の
口

の
中
が
〝
冷
た
い
〞
と
感
じ
た
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
か
。

　
実
は
、
こ
の
〝
冷
た
い
〞
は
悪
い
方

向
に
向
か
っ
て
い
る
兆
候
で
す
。
ひ
ど

い
下
痢
の
と
き
に
子
牛
の
口
の
温
度
が

下
が
っ
て
い
る
こ
と
が
多
く
、
こ
の
よ

う
な
と
き
は
脱
水
な
ど
の
状
態
に
な
っ

て
い
ま
す
。
そ
こ
か
ら
血
液
の
循
環
が

減
り
、
病
態
が
進
行
し
て
い
き
ま
す
。

　
子
牛
が
立
て
な
い
・
ミ
ル
ク
を
吸
わ

な
い
な
ど
の
兆
候
が
見
ら
れ
た
ら
、
さ

ら
に
良
く
な
い
状
態
で
す
（
中
枢
神
経

機
能
異
常
が
出
始
め
て
い
ま
す
）
。
こ

こ
ま
で
の
状
態
だ
と
点
滴
が
必
要
か
も

し
れ
な
い
の
で
、
早
め
に
獣
医
師
に
連

絡
し
て
く
だ
さ
い
。

　
毎
日
哺
乳
を
す
る
中
で
、
口
の
中
に

指
を
入
れ
る
の
は
簡
単
な
の
で
、
ぜ
ひ

行
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。
子
牛
の
下
痢

の
と
き
の
体
調
の
指
標
と
し
て
〝
冷
た

い
〞
を
取
り
入
れ
て
み
ま
せ
ん
か
。

家
畜
診
療
日
記

　最
近
、
パ
ン
・
あ
め
・
せ
ん
べ
い
・
山
菜
・
お
茶
・
牛
乳
・
サ
イ
ダ
ー
・

チ
ョ
コ
バ
ッ
ト
な
ど
、
農
家
の
方
に
い
た
だ
い
た
も
の
で
生
か
さ
れ
て
い

ま
す
。
い
つ
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

家
畜
診
療
所

　富
士
ヶ
嶺
連
絡
所

　獣
医
師

　西
尾
卓
馬

口全体が冷たくなるので、上唇を少し
まくって指で触れば簡単に分かります



旬をおいしく！
農菜レシピ なすの揚げ出し

＊材料＊（２人分）

①なすは天地を切り、縞目に皮をむいて横半分
　に切る。火の通りをよくするため、菜ばしで
　切り口に数カ所穴を開ける。

②えびは背わたと殻をのぞき、水気をふき取る。
　ししとうは竹串で穴を開けておく。
　ししとうは竹串に刺したまま揚げると取り出
　しも楽チンです☆

③なべにＡを入れて沸かす。

④揚げ油を180度に熱し、なすを揚げる。
　（菜ばしでつまむとへこむくらいが目安）
　えびとししとうも素揚げする。

⑤器に盛り付け、大根おろし、かつおぶしをの
　せて③の汁をはる。

＊作り方＊

なす…２本
えび…２尾
ししとう…２本
　　出汁…150cc
　　みりん…大さじ１
　　しょうゆ…大さじ１
大根おろし…少々
かつおぶし…少々

向山美和子の料理教室
向山美和子先生

子どももお年寄りも男性も、
みんなが集える教室

冷やしてもおいしい！

A
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韮
崎
市
穂
坂
町
で
ブ
ド
ウ
１
３
０
ａ
、

水
稲
40
ａ
を
栽
培
し
て
い
る
相
山
泰
さ

ん
。
ブ
ド
ウ
は
「
ピ
オ
ー
ネ
」
を
は
じ

め
、
約
10
品
種
を
栽
培
し
て
い
ま
す
。

降
雨
の
少
な
い
地
域
な
の
で
、
潅
水
に

は
気
を
使
う
そ
う
で
す
。

　
相
山
家
で
は
、
近
所
に
住
む
４
人
の

お
孫
さ
ん
た
ち
も
よ
く
集
ま
っ
て
、
に

ぎ
や
か
に
食
卓
を
囲
み
ま
す
。
「
孫
た

ち
が
ブ
ド
ウ
を
食
べ
て
く
れ
る
と
う
れ

し
い
」
と
い
う
泰
さ
ん
。
み
ん
な
ブ
ド

ウ
が
大
好
き
で
す
。

　
さ
く
ら
ち
ゃ
ん
は
ピ
ア
ノ
、
バ
レ
エ
、

ダ
ン
ス
、
歌
と
た
く
さ
ん
の
習
い
事
に

励
ん
で
い
ま
す
。
京
斗
く
ん
は
ニ
ン
テ

ン
ド
ー
ス
イ
ッ
チ
に
夢
中
で
「
ス
プ
ラ
ト
ゥ
ー
ン
」
の
腕
前
は
相
当
だ
と
か
。

杏
ち
ゃ
ん
は
ア
イ
ス
が
大
好
き
。
い
ろ
は
ち
ゃ
ん
は
キ
ュ
ア
ミ
ル
キ
ー
の
大

フ
ァ
ン
で
す
。

相
山

　泰
さ
ん
（
69
）

　
　長
子
さ
ん
（
65
）

　
　
　京
斗
く
ん
（
７
）

　杏
ち
ゃ
ん
（
４
）

清
水

　さ
く
ら
ち
ゃ
ん
（
９
）

　
　
　い
ろ
は
ち
ゃ
ん
（
３
）

た
い
ら

あ
い
や
ま

な
が
こ

し
み
ず

け
い
と

あ
ん

山梨県農業共済組合

冬号

　
今
年
は
春
先
の
低
温
、
５
月
・
６
月
の
降
ひ
ょ
う
な
ど
、
す
で
に
多

く
の
被
害
申
告
が
出
て
い
ま
す
。
今
後
の
栽
培
管
理
に
も
気
を
使
う
と

こ
ろ
で
す
ね
。
13
ペ
ー
ジ
の
農
業
技
術
情
報
で
は
果
樹
の
「
潅
水
」
に

つ
い
て
詳
し
く
解
説
し
て
い
ま
す
の
で
、
参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。
今

年
の
収
穫
ま
で
順
調
に
経
過
し
ま
す
よ
う
に
！

〈
予
告
〉
広
報
紙
「
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
」
２
０
１
９
秋
号

　
　
　  （
令
和
元
年
10
月
発
行
予
定
）

編
集
後
記 ア

ル
バ
ム

か
ん

か
ん


